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荒 廃 草 地 の 不 耕 起 に よ る 更 新 技 術

第 2報  殺 草剤 と火入れ による更新技術

澤 田  実・ 久襴崎 久二*。 蛇 沼 恒 夫 *

(盛岡農業改良普及所 *岩手県畜産試験場外山分場)

Renovation Of Deteriorated Pasture by Surface Sowing

2 Renovation Of pasture by spraying glyphosate herbicide and firing
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前報では,前植生の枯殺破壊にグリホサート剤が ,安全

で高い効果を示すことを報告 した
1｀

今回は,殺草剤と火

入れによる不耕起更新法が,機械導入の困難な荒廃 ,低収

化草地の更新に有効であるという知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

(1)供試圃場 : 岩手畜試外山分場草地 (昭不n41～ 44年

に造成した不耕起草地及び耕起草地 )。

●)試験年次 : 昭和56～ 58年。
0)試験内容
1)グ リホサート剤の前植生枯殺効果と火入れ効果の

検討 : 直播区と火入れ区,対照播種区と対照無播種区を

設定。グリホサート剤の希釈倍率は50,100,150倍。希釈

水量 100′ /10α 。 1区 15″ ,合計 8処理区。

力火入れ時期の検討 : グリホサー ト斉1散布後30,
40,50,60,70日 日に火入れを行い,施肥 ,播種。 1区200

77F,6処理区。

め少水量散布法の検討 : グリホーサート剤 1,000"′
/10′ の希釈水量を10,25,50′ /10α とする。 3処理区 ,

1区 10α 。

0実規模更新の検討 : 傾斜不耕起車地 (12滋 )

と平担耕起草地 (02滋 )をグリホサート剤と火入れによ

り更新。対照区は耕起更新 02″)。
●経済性の検討 : 上記の更新についてその費用を

算出。

3結   果

(1)グ リホサート剤の殺草効果 : 牧草の草丈が20磁以
上の生育確期に,グ リホサート剤 10´ 当たり600～ 1,000″

を水60～ 100′ (少量散布の場合は30～ 40′ )で希釈 して

散布することにより,雑かん木を含む宿根性の前植生が完

全に枯死した 。

② グリホサート剤と火入れの効果 : グリホサート剤
散布後火入れを行い,施肥,播種した草地の翌年の収量を

表 1に示した。火入れを行わずに牧草を播種した直播区よ

り,火入れ区の方が雑草量が少なく,牧草の乾物収量も約

800″ ハ Oα と高かった。一方 ,直播区や対照の播種区 ,

無播種区は収量も低く,大半がハルガヤであった。このこ

とは火入が播種床の整理に役立ち,実生ギシギシなどの焼

却枯殺に効果があることを示している。

lR)火入れの時期 : 更新前のギシギシ個体数は″当た
り183～ 187株で,火入れ 播種後の個体数はノ当たり132
～818株 となった。焼却枯殺効果が最も高い火入れ時期は

薬剤散布後40～ 50日であった。

言

表 1 グリホサート剤と火入れにより更新した草地の翌年の収量 不排出地成放牧Ⅲ地 1980
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“

,実生ギシギンの防除 : 火入れは実生ギシギンを焼
却し,地表に残存する種子を減少させる効果があるが,完

全ではない。火入れ更新後に再び発生 した実生ギシギシを

枯殺するには,MCP液剤 10σ 当たり400″ に水50～ 70′
を加えて散布するのが効果的であった。散布時期は更新当

年か ,翌春ギシギシ6葉期までが適当と考えられる。

“

)少水量散布 : 奥山へ大量の水を運搬することは大

変な労力を要するため,少量の水を加えて散布する方法を

検討した。対象地はギシギシ,フ キ,コ モギなどが侵入し

た荒廃イネ科牧草地で,グ リホサート剤10a当 たり1,000"′

に水10′を加えて散布しただけでも完全に枯死した。また ,

希釈水量10`当たり25～50′ に比べて10′ の方が枯死発現

が早く,省力的であった。

(0実規模での実証 : 図 1は急傾斜放牧地 (不耕起草
地区)と平担採草地 (耕起草地区)を殺草剤と火入れによ

る不耕起法で更新した場合の翌年の収量を示したものであ

る。なお,対照区は耕起更新を行った。各区の乾物収量は

10´ 当たり
'14～
9612″ で,不耕起更新した 2区の収量

はいずれも対黒区よりまさった。このことからみて,不耕

起更新法は機械導入の困難な急傾斜草地などに適用できる

有効な更新法といえる。なお,不耕起更新の作業手1頂を一

括して図 2に示した。

0)経済性 : 不耕起法による更新所要経費は表 2に示

すように269,940円 /力 で́,耕起更新 した場合の費用の70

%ですみ ,経済的であった。

表 2 グリホサート剤と火入れによる不耕起更新
所要経費
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図2 グリホサート剤と火入れによる不耕起更新
作業手順

4  ま
屹

物

収

量

（
‰

）

殺草剤と火入れによる不耕起更新法は,機械導入の困難

な急傾斜草地などに適用できる有効な更新法で,耕起更新

法に比べて所要経費が少なく,経済的であった。実際に更

新する際には,立地条件に応じて不耕起更新法と耕起更新

法のいずれかを選択することにより,更新効果を高めるこ

とが望ましい。
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